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【学会発表】

「中井履軒『顕微鏡記』の諸本について」／第31回日本医史学会関西支部秋季大会、1991年11月、単独。
「顕微鏡をつくった油屋吉右衛門」／第32回日本医史学会関西支部秋季大会、1992年11月、単独。
「日本における初期の顕微鏡について」／蘭学シンポジウム、洋学史学会・ライデン大学共催、オランダ、1993
年9月、単独。

「山脇東洋あて滝長 書状について」／第37回日本医史学会関西支部秋季大会、1997年11月、単独。
「好奇心と求知心─蒹葭堂とその周辺」／木村蒹葭堂没後二百年記念シンポジウム、京都大学人間・環境学研究
科歴史地域論講座主催、京都、2001年12月、単独。

【講演】

「木村蒹葭堂と蘭学者たちとの交流」／木村蒹葭堂顕彰会、2004年11月、単独。
「文人画家たちの交流─木村蒹葭堂の周辺─」／芦屋美術博物館公開シンポジウム、2006年10月、単独。
「なにわの町人学者と私塾」（第3回大阪再発見のつどい）／上方落語協会、産経新聞、天満天神繁昌亭、2007
年11月、共同。

「なにわの町人学者・木村蒹葭堂」（平成19年度関西大学ミュージアム講座「なにわの文化遺産（2）」）／関西大
学エクステンション・リードセンター、2007年11月、単独。

「大坂の学芸社会と適塾」（第1回適塾講座）／大阪大学適塾記念会、2008年10月、単独。

【研究費】

「近世大坂における知識人社会の研究」／奨励研究費Ａ（2年間）、1100千円（単年度）、2000年4月、単独。
「地域蘭学の総合的研究」／国立歴史民俗博物館（ 1年間）、2001年4月、共同。
「21世紀COEプログラム　15・16・17世紀成立の絵図・地図と世界観」／文部科学省研究拠点形成費補助金
（5年間）、2002年4月、共同。
「学芸遺産研究」／なにわ・大阪文化遺産学研究センター（ 5年間）、2005年度文部科学省私立大学学術高度化
推進事業、2005年4月、共同。

【その他】

＜史料紹介＞「近世中期大坂の人口・公事訴訟関連史料」／『史林』85巻3号、京都大学文学研究科、2002年5
月、単著。
＜書評＞「小堀一正著『近世大坂と知識人社会』」／『日本史研究』423、日本史研究会、1997年11月、単著。
＜書評＞「中村真一郎著『木村蒹葭堂のサロン』」／『文学』1─5、岩波書店、2000年9月、単著。
＜資料紹介＞「桑山玉洲宛て蒹葭堂書状」／木村蒹葭堂顕彰会編・発行『蒹葭堂だより』6号、2006年10月、
単著。
＜新刊紹介＞「平野恵著『十九世紀日本の園芸文化』」／『日本史研究』538、2007年6月、単著。
＜報告＞「蒹葭堂宛て書簡集『四候和牘』」／木村蒹葭堂顕彰会編・発行『蒹葭堂だより』7号、2007年10月、
単著。

【著書】

『大阪まち物語』／「なにわの科学精神」、創元社、2000年3月、共著。
『大阪の歴史力（江戸時代人づくり風土記27・49）』／「町人学者たちと混沌社」「大
坂蘭学の大いなる発展」、農山漁村文化協会、2000年3月、共著。

『京都大学文学部日本史研究室関係日記目録』／京都大学文学研究科、2001年3月、
共著。

『影写本『前田家所蔵文書』目録』／京都大学文学研究科、2002年4月、共著。
『大地の肖像─絵画・地図が語る世界─』／「木村蒹葭堂と地図」京都大学学術出版
会、2007年3月、共著。

『知識と学問をになう人びと』／「都市文人」吉川弘文館、2007年4月、共著。
『完本蒹葭堂日記』藝華書院、2009年5月、共編。

【学術論文】

「木村蒹葭堂の交遊─大坂・京都の友人たち─」／『大阪の歴史』46、大阪市史編纂
所、1995年10月、単著。

「木村蒹葭堂の家族と履歴について」／『大阪芸文研究 混沌』19号、中尾松泉堂書店、
1995年12月、単著。

「市井の蘭学─木村蒹葭堂にみる─」／『日本史研究』405、日本史研究会、1996年5
月、単著。

「西欧文物の受容と大坂の知識人─履軒・永錫・蒹葭堂をめぐって─」／『ヒストリ
ア』151、大阪歴史学会、1996年6月、単著。

「『幽人』中井履軒」／『大阪芸文研究　混沌』20号、中尾松泉堂書店、1996年12月、
単著。

「山脇東洋あて滝長 （鶴台）書状について」／『医譚』73号、日本医史学会関西支
部、1998年5月、単著。

「麻田剛立の書状をめぐって」／『大阪の歴史』増刊号、大阪市史編纂所、1998年9
月、単著。

「木村蒹葭堂没後の献本始末」／『大阪の歴史』54号、大阪市史編纂所、1999年12月、
単著。

「『蒹葭堂日記』に見える服部風笋をめぐって」／『大阪芸文研究 混沌』26号、中尾
松泉堂書店、2002年6月、単著。

「木村蒹葭堂の交友と知識情報」／『国立歴史民俗博物館研究報告』第116、2004年3
月、単著。

「増山雪斎と木村蒹葭堂」／『大阪芸文研究　混沌』30号、中尾松泉堂書店、2006年
10月、単著。

「伊勢長島藩主増山雪斎の文人交流─『独楽園賀詞帖』に見る─」／『なにわ・大阪
文化遺産学研究センター2006』関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター、

あ り さ か  み ち こ

研究課題1⃝近世大坂における知識人社会の研究

有坂　道子

職名

文学部
文化財学科准教授

学歴

京都大学大学院文学研究科
博士後期課程国史学専攻単
位取得後退学（1997）

学位

修士（文学）（京都府立大学、
1994）

所属学会

日本史研究会、大阪歴史学
会、史学研究会、日本医史
学会、洋学史学会

専門分野

近世文化史


